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※大学生･一般の方は万博記念公園各ゲートで、当館の観覧券をお買い求めください。同園内を無料で通行できます。 ※高校生
以下の方、国立民族学博物館友の会会員の方は万博記念公園各ゲート有人窓口で、みんぱくへ行くことをお申し出いただき、通行
証をお受け取りください。 ※万博記念公園をご利用になる場合は、同園入園料が必要です。

●開館時間：10時～17時（入館は16時30分まで）　●休館日：水曜日
●観覧料：一般1,200円／大学生600円／高校生以下 無料

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10番1号　
Tel：06-6876-2151（代）  Fax：06-6875-0401  https://www.minpaku.ac.jp/

日本庭園前

公園東口駅

万博記念公園駅

中央口

東口
至 西口

自然文化園 太陽の塔

日本庭園前駐車場

国立民族学博物館

P

大阪日本民芸館

日本庭園
N

大阪モノレール
エキスポシティ

中国自動車道

舟
は
い
つ
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

人
類
史
に
お
い
て
舟
や
カ
ヌ
ー
の
出
現
と
そ
の
本
格
的
な
利
用
は
、
私
た
ち
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
以
降
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
特
別
展
で
は
人
類
史
的
な
視
点
か
ら
、
本
館
が
所
蔵
し
て
き
た
ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の

海
域
世
界
に
お
け
る
多
様
な
舟
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
暮
ら
し
の
中
で
の
舟
に
も
注
目
し
て
み
ま
し
た
。
舟
を
つ
く
る
道
具
や

こ
ぐ
道
具
、
漁
撈
で
舟
と
と
も
に
使
わ
れ
る
道
具
、
舟
に
よ
る
海
上
交
易
で
運
ば
れ
る
タ
カ
ラ
た
ち
、
そ
し
て
あ
の
世
と
こ
の

世
を
行
き
来
す
る
精
神
世
界
に
お
け
る
舟
の
役
割
。
さ
あ
舟
と
人
類
を
め
ぐ
る
旅
に
出
航
し
ま
し
ょ
う
！

ぎ
ょ 

ろ
う

●大阪モノレール 「万博記念公園駅」、「公園東口駅」下車徒歩約15分
●バス 阪急茨木市駅・JR茨木駅から「日本庭園前」下車徒歩約13分
●乗用車 万博記念公園の駐車場（有料）をご利用ください。
 最寄りの「日本庭園前駐車場」から徒歩約5分

※観覧料割引についてはホームページでご確認ください。
2025年8月1日（金）から9月3日（水）まで、
お得な前売りチケットを全国の主要コンビニまたは電子チケットで発売!

関連イベント ※イベントに関する詳細はホームページをご覧ください。
研究公演
「マオリの伝統芸能 カパハカ」
●日時：2025年9月27日（土）  13：30～15：40  
●出演：ナ・ハウ・エ・ファ（Ngā Hau E Whā）
●場所：みんぱくインテリジェントホール（講堂）
●事前申込制（先着順）／要展示観覧券

みんぱく映画会
「チェチェメニ号の冒険」
●日時：2025年11月29日（土）  13：30～16：15
●司会：小野林太郎（本館教授）
●解説：門田修（映像作家）、関野吉晴（冒険家）、林和代（サタワル航海体験者）
●場所：みんぱくインテリジェントホール（講堂）
●事前申込制（先着順）／要展示観覧券

ワークショップ
「海の暮らしとバスケタリー――月桃ガンシナーづくり」
●日時：2025年11月1日（土）–2日（日）  各日 13：00～16：00
●講師：小野林太郎（本館教授）　
●指導：池原美智子（石垣島 やちむん館工房 館長）
　　   石塚輝美（石垣島 やちむん館工房 スタッフ）
●場所：本館1階エントランスホール、特別展示場

ほかにも楽しいワークショップなどを実施します。
みなさまのご参加をお待ちしております!イベント情報はこちら

みんぱくウィークエンド・サロン―研究者と話そう
「舟の人類史――移動・漁・信仰」
●日時：2025年9月14日（日） 14：30～15：15  
●講師：小野林太郎（本館教授）

「古代日本の舟とその特徴――船形埴輪と出土船材からの検討」
●日時：2025年10月5日（日）  14：30～15：30
●講師：小野林太郎（本館教授）
　　  宮原千波（総合研究大学院大学人類文化研究コース博士後期課程／
　　　　　　　　  日本学術振興会特別研究員DC1）

「宝物の貝と石を探して――オセアニアの海上交易と航海カヌー」
●日時：2025年11月23日（日・祝）  14：30～15：15  
●講師：門馬一平（本館特任助教）

●いずれも申込不要／要展示観覧券　●場所：ナビひろば

みんぱくゼミナール
「アジア・オセアニアの舟と人類――みんぱく舟資料からの検討」
●日時：2025年9月20日（土）  13：30～15：00  
●講師：小野林太郎（本館教授）

「浮かぶ、走る、閉じこめる――乗りものとしての舟、船舶」
●日時：日時：2025年11月15日（土）  13：30～15：00  
●講師：飯田卓（本館教授）

●いずれも申込不要／参加無料　●場所：みんぱくインテリジェントホール（講堂）

友の会講演会
「海を越えた人類の移住と舟――海域アジア・オセアニアの事例から」
●日時：2025年10月4日（土）  13：30～15：00
●講師：小野林太郎（本館教授）  ●場所：本館第5セミナー室
●参加費：友の会会員無料、一般500円
●事前申込制（先着順）  ●定員：70名  ※友の会会員に限りオンライン配信あり  

実測図：五十嵐あゆみ作

ご利用案内

交通のご案内
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